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いじめゼロ学年集会を行いました。いじめはみじめな行為です。 

６月１２日（金）の６校時に，学年でいじめゼロ
集会を行いました。いじめは犯罪です。犯罪行為な
のに，トイレのような密室で行われるのではなく，
いじめが発生する場所で圧倒的に多いのは，人目に
付きやすい教室なのです。犯罪行為が人目に付きや
すい場所で行われているのにもかかわらず，被害者
を取り巻く恐ろしい構造が，いじめをすぐに終わら
なくさせているのです。いじめは「被害者」と「実
行者」の関係だけで成立するのではありません。実
行者を操る「司令者」，いじめをはやし立てる「観衆」，
無関心を装っていじめを許している「傍観者」が被
害者を何重にも取り巻き，被害者を孤立させるので
す。  
ただ，こういうことを知識として理解するだけで

は，いじめをなくすことはできません。いじめと思
われる現場に遭遇したとき，それを，自分に関係のない映像として無関心に「見る」のではなく，や
られている人の気持ちを「感じる」ことが大切なのです。いじめられている人から発せられる言葉を
「聞く」のではなく，発せられない心の叫びを「聴く」ことが大切なのです。知識を身につけて「い
じめ」はだめだという「気づき」だけではなく，絶対に許せないことだという感情が伴った「想い」
を持つことが大切なのです。「感じる」にも「聴く」にも，「想い」にも「心」が含まれています。「い
じめ」を無くすことができるのは，知識ではなく心だと考えます。 
そんな心を身に付けるために，普段の生活から自分の意見を堂々と言う，自分の意思で判断し行動

することを意識して生活してもらいたいと思います。集団生活をしている以上，いじめはどの学年
にも学級にも起こる可能性があります。いじめは自然に「なくなるもの」ではないからです。
「なくすべきもの」なのです。いじめは「許さない」，いじめがある学級・学年は「おかしい」
「嫌だ」「なんとかしたい」「良い学級・学年を作りたい」。いじめゼロ集会が，そういうこと
を感じられるきっかけになってもらえればいいなと思います。 
 
今日の授業を受けた感想は，いじめは絶対にや

ってはいけないことだと思いました。ひとの命を
奪うようないじめは絶対にしないと思いました。 

[１組 黒川 竜椰さん] 

 いじめゼロ集会で，いじめは絶対にダメと言っ
ても，いじめている人は，ばれなきゃいいやと思
ってしまうのではないかなと思いました。自分も，
いじめられるのはつらいと思うので，いじめがあ
ったら注意をしたり，大人の人に言うようにして
いきたいです。    [１組 菊地 里菜さん] 

 今日の授業で，本当にいじめをしてはいけない
んだ！と思いました。一番びっくりしたのが，見ているだけでもいじめに加わっているということで
す。これから，絶対にいじめられている人を見たら，助けてあげたいです。                                  

[１組 渡邉 由子さん] 

いじめは，人の心を傷つける。いじめをしたり，見て見ぬふりをするのは絶対に「ダメ」いじめら
れている人を見かけたら止める，助ける、そんな人間になりたいです。 [１組 福田 みなみさん] 

私は，いじめをしたこともないし，されたこともないので，あまり気にしていなかったのですが，
今回のことで向き合う気になれました。そういう行動をしている人を見かけたら，先生に報告できる
ような行動力が欲しいです。                    [２組 若山 咲緒里さん] 

ただいじめを見ているだけでもいじめに加わっていることになるということは分かっていたけど，
あの図をみて，被害者は，たくさんの被害者を苦しめる人たちに囲まれていることが分かった。私は，
このことに対して，見ているだけでなくいじめを止める，被害者の心の「助けて」をしっかり受け止
められるような人になりたい。                   [２組 福田 真那さん] 



 いじめは，人を傷つけ，いじめられている人はそのことによって，自分の存在価値をなくし自らの
命を落とす選択をしてしまうということが分かった。いじめは，犯罪だと分かった。いじめは，実行
者，司令者など，被害者を取り巻く構造があって成立することが分かった。[２組 床井 千真さん] 

 いじめというのは，とても悲しくてみじめだということを改めて実感しました。これからは，もし
そういう人がいたら見て見ぬふりをせず，きちんと注意をして，こんなことをずっとやっていたら，
どうしようもないことになるということをちゃんと聞かせたいです。  [２組 鈴木 冬馬さん] 

 いじめを止めるには，ゆるせないという「心」と，止めに入る「勇気」が必要だと思いました。    
[３組 小野 泰河さん] 

 いじめを絶対にしてはいけないということと，いじめを見つけたら助けるということを，これから
ちゃんと大切にしていきたいと思いました。自分が思っているよりもいじめられている人は苦しんで
いるということを理解することができました。いじめは絶対に許される行為ではないということが本
当に身にしみました。                       [３組 小杉 萌々音さん] 

 いじめについての知識がまだまだ足りなかったということが今日の授業で分かりました。いじめの
重さや認識の甘さを授業で学べました。               [３組 髙柳 芽生さん] 

いじめがこの世の中で一番だめだということを改めて知ることができました。 
[３組 小野 寿紗さん] 

いじめという罪で人が傷つき，死なせてしまうことが分かった。いじめは，どのような場所でもあ
ると思う。いじめを止められるような人になろうと思った。いじめをなくすには，心が重要。       

[４組 亀山 一さん] 

 被害者をいじめているのは実行者だけだと思っていたけど，図を見たときにはびっくりした。いじ
められている人は，どんどんネガティブになっていく構造になっていることが分かった。人の気持ち
を考えられるように努力します。                  [４組 柴田 昊芽さん] 

 なんだか複雑な気持ちになりました。自分もいじめに加担してしまっていたかもと思いました。こ
のような教室があっても，いじめがなくならないのは少し残念です。  [４組 竹腰 萌華さん] 

 最近，誹謗中傷で自らの命を落としたニュースを見て，悲しくなりました。言葉だけで人が死んで
しまうのだと思いました。いじめは本当にダメということを改めて思いました。                        

[４組 渡邉 里泉さん] 

人は，１人１人みんな違います。みんな違うから「人形」ではなく「人間」なのです。「みんな違っ
てみんないい」という言葉を心の底から理解できていれば，いじめは存在しないはずなのです。しか
し，実際にはそう思うのは難しい。だからいじめがおきてしまうのです。自分との違いに目を向け，
ひやかし，からかい，腹を立てイライラして攻撃してしまうのです。でも，１人１人が違うことをプ
ラスにできている集団もあります。そういう集団には必ず，違う１人１人が同じ方向を向いて進んで
いくことができるルールがあります。苦しいとき，迷った時，どうしたらいいのかわからなくなった
時に原点に戻れるような目標があります。共通のルールや目標が設定されている集団には，安心感が
生まれ，１人１人の違いは，自分にはないものを持っている個性として認められるようになるのだと
思います。そして，みんながつながり成長していけるのです。各学級が，１人１人が自分らしさを発
揮できるような集団になっていくことを期待しています。 

各学級で，いじめゼロ標語をつくりました。 
 

１組 気づこうよ見てるだけ 
でもイジメだよ！助け 
に行けばみんな友達 

２組 相手の気持ちを考えて  
必ず聴こう心の声 

３組「気づいてよ，言葉の 
ナイフ突き刺さる」 

４組 大丈夫？言える勇気で     
咲く笑顔 

 
 
 
 

６月１１日（木）の放課後，猛烈な
雨が降る中，昇降口で空を見上げ途
方に暮れている１年生に対して，２

年２組の湯沢心海さんは，「これを着
て，雨がっぱをとっておいで」と言
って，雨がっぱを貸してくれました。

その後，２年４組の人見美妃さんは，
一緒に駐輪場までついて行ってくれ
ました。困っている後輩を見て自然

にそういう行動をとることができる
先輩の姿に感動しました。自分が相
手のことを同じ目線で理解しようと

することで，「こだまのように響き合
う人間関係」をつくることができる
という見習うべき手本を見せてくれ

たような気がします。「アリガトウ」 ６・７月中は部活動終了が 
１８：３０，完全下校時刻が 
１８：４５になります。 


